
平成平成平成平成24242424年度年度年度年度　　　　事務事業評価事務事業評価事務事業評価事務事業評価____事務事業調書事務事業調書事務事業調書事務事業調書　（　（　（　（評価対象事業評価対象事業評価対象事業評価対象事業））））

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.2
決算額

繰越額

25,000

10,000

14,000 0

会計

事業タイプ

経費区分

設計業務の一部委託

事
業
費
／
千
円

H23（2011） H24（2012）

11,000予算額

区分

事
業
要

員

タ
イ
プ

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

上戸上戸上戸上戸ノノノノ口口口口８８８８号線道路整備事業号線道路整備事業号線道路整備事業号線道路整備事業

開始年度 2007 終了年度 2013

目的 福井今立線は市の東部に位置し福井市・旧今立町を結ぶ道路で、産業経済の流通を確保するうえで、重要な路線であり、新戸
口トンネル（仮称）を設けると併せて前後の道路を整備することで、安全で快適な通行を確保する。
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事業名

部署名 道路河川課

新たに県道の新戸口トンネル（仮称）含めた、より安全でスムーズに走れるバイパス道路を設けることに併せアクセス道路等
を整備する。＜道路整備事業：全幅員11.0ｍ、施工延長L=330m、取付道W=10.5ｍ＞
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活動指標

民間等委託（一部）現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）
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※設定困難 目標値

実績値

整備延長 ｍ 目標値 200200200200 200200200200 263263263263 330330330330

計算
根拠

３３０ｍ×82.4/117.4（百万）

実績値 161161161161 231231231231

達成率
（％）

80.580.580.580.5 115115115115

実数値

ランク ＢＢＢＢ AAAA

都市機能の充実したまちづ
くり

円滑で安全な道路網を整備
する

道路

基本目標 属性 基本施策

幹線道路の整備

実施施策

5041

H23事業名 上戸ノ口８号線道路整備事業 2251

845



平成平成平成平成24242424年度年度年度年度　　　　事務事業評価事務事業評価事務事業評価事務事業評価____事務事業調書事務事業調書事務事業調書事務事業調書　（　（　（　（評価対象事業評価対象事業評価対象事業評価対象事業））））

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評

価
評

価
評

価
評

価
）） ））

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

冬期間は特にスリップ事故が多発するなど、大変危険な箇所が多く、市民からの
路線改修に対する要望も強い。沿線の市（福井市・越前市）と連携して同盟会を
設立し、早期完成に向けた要望活動を実施している。

根
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【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

市で管理している市道の整備である。根
拠

根
拠

有
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【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

コストを考慮した工法としているため。根
拠

現行制度の中で、最も有利な事業で実施しているため。

根
拠

事業費予算の増額
根

拠

戸口トンネルの進捗にあわせ事業を行う

維持維持維持維持

平
成

2
4
年

度
取
組

み

【平成25年度　方向性】

戸口トンネルの進捗にあわせ事業を行う平
成
2
5
年

度
計

画

【平成24年度　方向性】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

その他

H23事業名 上戸ノ口８号線道路整備事業 2251
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